
排
ガ
ス
の
濃
度
検
査
で
は

不
正
確

岩
見
医
師
は
、
環
境
省
が

焼
却
処
分
の
根
拠
と
し
て

い
る
「
一
般
焼
却
炉
で
放
射

能
汚
染
牧
草
や
瓦
礫
を
燃

や
し
て
も
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
は
九
九
％
捕
捉
出
来
る
」

と
す
る
説
は
間
違
い
で
あ

る
と
い
う
見
解
を
述
べ
ま

し
た
。
国
立
環
境
研
究
所
な

ど
の
行
っ
た
試
験
焼
却
で

は
、
「
焼
却
炉
排
ガ
ス
の
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
入
口
濃

度
と
出
口
濃
度
の
差
を
計

算
す
る
と
、
除
去
率
９
９
・

５
２
～
９
９
・
９
９
％
」（
同

研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
資
料
二

〇
頁
）
と
し
ま
し
た
が
、
こ

の
方
法
で
は
除
去
率
を
正

し
く
測
定
出
来
な
い
と
批

判
し
ま
し
た
。
放
射
能
を
帯

び
た
超
微
小
粒
子
が
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
ー
で
捕
捉
さ

れ
ず
環
境
に
出
て
し
ま
う

こ
と
を
見
逃
し
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

ガ
ス
化
し
た
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
凝
集
し
微
粒
子
に

な
る焼

却
炉
の
中
で
八
〇
〇

度
も
の
高
温
で
ガ
ス
化
し

た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
急

速
に
冷
却
さ
れ
化
合
物
と

し
て
凝
集
し
固
体
状
に
な

り
、
そ
の
他
の
燃
焼
物
と

と
も
に
微
粒
子
と
な
り
ま

す
。
環
境
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー

資
料
で
は
、
「
飛
灰
の
粒
径

平
均
は
数
十
ミ
ク
ロ
ン
」

（
十
二
頁
図
）
と
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る

「
都
市
ご
み
焼
却
施
設
か

ら
の
微
粒
子
の
挙
動
」
の
粒

径
グ
ラ
フ
（
図
１
）
か
ら
見

て
も
、
実
際
は
そ
れ
よ
り
も

ず
っ
と
小
さ
い
粒
径
で
す
。

《天恵の海》
２０１４（平成２６）年

   ６月２日
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福
島
原
発
か
ら
飛
来
し
た
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
牧
草

な
ど
を
燃
や
す
こ
と
は
放
射
能
被
害
を
拡
大
さ
せ
許
さ
れ
な
い

と
し
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
が
五
月
一
四
日
盛
岡
に
集
い
講
演
会

を
開
催
し
、
学
習
と
交
流
の
会
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
部
、
講
演
会
は
、
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
青
木
泰
氏
が

『
世
界
の
非
常
識
―
放
射
能
汚
染
物
の
焼
却
』
、
三
陸
の
海
・
岩

手
の
会
の
永
田
文
夫
氏
が
『
一
関
で
計
画
さ
れ
て
い
る
指
定
廃

棄
物
の
焼
却
問
題
は
あ
ま
り
に
危
険
』、
そ
し
て
宮
古
市
内
医
師

の
岩
見
億
丈
氏
が
『
ご
み
焼
却
炉
か
ら
漏
れ
出
て
い
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
』
と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
宮
古
、

山
田
、
矢
巾
、
遠
野
、
仙
台
、
福
島
県
浪
江
町
な
ど
で
放
射
能

汚
染
と
格
闘
し
て
い
る
人
た
ち
か
ら
リ
ア
ル
な
実
情
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

今
回
の
号
で
は
特
に
、
宮
古
市
で
の
放
射
能
汚
染
の
実
態
を

解
明
し
た
岩
見
億
丈
医
師
の
講
演
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

＊
当
日
の
岩
見
氏
の
講
演
録
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

予
定
。

←宮古市清掃センターの煙

０．３ミクロン以下の粒径分布データは空白。  

実線がバグフィルター通過前。破線が通過後。

       

集会で講演する岩見億丈医師

図１



環
境
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー

資
料
で
は
０
・
３
ミ
ク
ロ
ン

以
下
の
微
粒
子
に
つ
い
て

言
及
が
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ィ

ル
タ
ー
通
過
後
の
排
ガ
ス

の
液
体
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で

は
「
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検

出
さ
れ
な
い
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
「
検
出
が
無
い
」
の

で
は
な
く
「
検
出
出
来
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

粒
径
分
布
に
三
つ
の
山

大
気
中
の
微
粒
子
に
つ

い
て
は
、
既
に
定
説
が
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
気
汚

染
学
者
の
解
明
に
よ
り
学

会
の
常
識
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
０
・
０
０
５

～
０
・
０
６
ミ
ク
ロ
ン
、

０
・
０
６
～
１
ミ
ク
ロ
ン
、

１
～
４
０
ミ
ク
ロ
ン
の
三

つ
の
群
と
し
て
存
在
し
ま

す
。
（
図
２
）

こ
の
こ
と
は
日
本
の
環

境
省
も
認
め
て
い
る
こ
と

で
、
平
成
二
〇
年
の
「
環
境

省
微
粒
子
状
物
質
環
境
影

響
評
価
検
討
会
報
告
書
」
に

載
っ
て
い
ま
す
。

０
・
３
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
超

小
微
粒
子
が
漏
れ
て
い
る

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
さ
れ
た
福
島
県
鮫

川
村
焼
却
炉
の
試
験
焼
却

デ
ー
タ
で
は
二
五
％
の
飛

灰
が
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
宮
古
市
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
測
定
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
み
る
と
、
焼
却
炉
へ
投

入
し
た
放
射
能
総
量
の
約

二
割
が
回
収
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
部
分
が
環
境
を

放
射
能
汚
染
し
て
い
る
の

す
。（
本
紙
第
一
三
六
号
参
照
）

放
射
能
汚
染
牧
草
を
混
ぜ

た
ら
放
射
線
量
が
上
昇

宮
古
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
飛
灰
の
放
射
能
濃
度
は
、

昨
年
七
月
に
放
射
能
汚
染

牧
草
を
焼
却
す
る
こ
と
で

上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
焼
却
炉
の
風
下
に
あ

た
る
数
箇
所
で
、
空
間
放
射

線
量
率
の
値
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
が
、
宮
古
市
の
公

開
デ
ー
タ
か
ら
判
明
し
ま

し
た
。
焼
却
炉
の
煤
煙
は
、

風
向
き
の
関
係
で
宮
古
市

役
所
や
市
営
火
葬
場
、
藤
原

小
学
校
、
磯
鶏
保
育
園
で

空
間
線
量
率
を
上
昇
さ
せ

ま
し
た
。
宮
古
市
役
所
で
は
、

焼
却
炉
に
負
荷
さ
れ
る
放

射
能
が
上
が
る
度
に
、
同
時

並
行
的
に
３
度
の
線
量
率

上
昇
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
偶

然
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

放
射
性
超
微
小
粒
子
が
風

に
舞
っ
て
運
ば
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
（
図
３
）

超
微
小
な
放
射
性
粒
子
が

肺
に
吸
い
込
ま
れ
る

焼
却
に
よ
っ
て
飛
散
す

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
超

微
小
粒
子
（
ホ
ッ
ト
パ
ー
テ

ィ
ク
ル
）
が
呼
吸
で
吸
い
込

ま
れ
、
肺
の
奥
に
入
っ
て
留

ま
り
、
健
康
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
が
心
配
で
す
。

焼

却
炉
監
視
体
制
に
つ
い
て

も
、
排
煙
の
放
射
能
濃
度
を

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
通
過
前

後
に
測
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
は
監
視
に
な
り
ま

せ
ん
。
「
燃
や
す
前
の
放
射

能
総
量
」
と
「
燃
や
し
た
後

の
灰
の
放
射
能
総
量
」
を
測

定
し
、
収
支
が
ゼ
ロ
、
す
な

わ
ち
全
て
回
収
し
た
こ
と

を
証
明
し
な
け
れ
ば
危
険

で
す
。

科
学
的
と
い
う
言
葉
に
騙

さ
れ
な
い
た
め
に

こ
の
講
演
で
岩
見
医
師

は
「
科
学
の
基
本
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
触
れ
ま
し
た
。

科
学
者
は
現
実
を
観
察

し
、
観
察
デ
ー
タ
に
基
づ
く

モ
デ
ル
を
考
え
る
。
そ
の
モ

デ
ル
が
現
実
を
合
理
的
に

説
明
出
来
る
時
、
し
か
も
誰

が
や
っ
て
も
再
現
性
が
確

認
さ
れ
た
と
き
に
、
科
学
的

な
知
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
今

回
の
汚
染
牧
草
の
焼
却
で

は
超
微
小
の
ホ
ッ
ト
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
は
捕
捉
出
来
て

い
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

出
て
き
ま
し
た
。
捕
捉
出
来

る
と
い
う
願
望
か
ら
出
発

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
地
動
説
を
主
張

し
、
「
中
世
の
教
会
」
か
ら

弾
圧
さ
れ
た
ガ
リ
レ
オ
の

時
代
を
例
に
、
現
代
は
科
学

者
の
「
学
会
」
や
政
府
の
「
機

関
」
が
当
時
の
よ
う
に
教
会

的
権
威
を
振
り
か
ざ
す
時

代
で
は
な
い
か
と
指
摘
し

ま
し
た
。
（
ま
と
め
・
尚
）

０

０

０

０

（
編
集
子
感
想
）

今
、
新
聞

な
ど
で
、
「
美
味
し
ん
ぼ
」

の
鼻
血
の
話
で
持
ち
き
り

で
あ
る
が
、
ま
さ
に
「
科
学

的
思
考
」
が
試
さ
れ
る
。「
ホ

ッ
ト
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
が
鼻

に
吸
い
込
ま
れ
て
悪
さ
を

す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
仮
説
に
は
説
得
力
が
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
、
ど
こ
か

の
医
療
科
学
大
学
の
学
長

が
「
強
力
な
宇
宙
線
に
さ
ら

さ
れ
る
宇
宙
飛
行
士
で
さ

え
鼻
血
の
話
を
聞
か
な
い
。

原
発
事
故
の
影
響
と
は
考

え
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
「
モ
デ

ル
」
が
す
り
替
え
ら
れ
て
い

る
の
で
説
得
力
が
な
い
。

放射能汚染物焼却
ア、２０１１年１１月 清掃センター災害瓦礫焼却増量

イ、２０１３年４月 仮設焼却炉飛灰最大放射能記録

ウ、２０１３年７月 清掃センター汚染物本焼却開始

ウイア

お知らせ 報告学習会

『岩手県の

放射能汚染マップ』

６月８日（日）１７時半～

アイーナ５０１室

報告 「空間線量の分布」「土

壌中放射性セシウムマップ」

主催 放射能問題市民交流会

など３団体

図３

０．０６ミクロン以下超微小粒子がもうひと

つの山（群）をつくる。 「微粒子状物質環境

影響評価検討会報告書 7-11 頁」平成 20 年 4月

http://www.env.go.jp/air/report/h20-01/mat0

7.pdf

図２


